






容量 ： １L

●本品は屋内及び準屋外用途です｡直射日光があたる箇所への塗装はさけてください｡日光の下では虫除け成
分が分解され､効果持続性が劣ります｡
●塗装後､乾燥不十分な状態で降雨・結露などで負荷が掛かった場合や､低温､高湿度､通風のない環境では､ふ
くれ､はく離､割れ､白化､シミなどが発生するおそれがありますので､塗装をさけてください｡
●絶えず結露が発生するような用途､場所での使用はさけてください｡
●塩ビクロス面への塗装はできますが､汚染防止加工クロス(シリコン加工)､紙クロス､布クロスには塗装できません｡
●気温5℃以下(低温)､湿度85%以上(高湿)での施工はさけてください｡
●屋外において降雨､降雪､強風のおそれがある場合は塗装をさけてください｡
●塗装間隔は環境(温度､湿度､換気回数など)や膜厚によって変わります｡
●所要量は､被塗物の形状や素材､塗装方法､環境などにより増減することがあります｡
●結露が発生する場所では､塗料中の微量の水溶性分が表面に溶出し粘着物となって析出することがあります｡
粘着物は水拭きや水洗で除去してください｡
●冬期の室内施工の場合は､採暖養生などにより雰囲気温度､被塗面温度を5℃以上にしてください｡
●屋内塗装中および塗装後に部屋が密閉されていると､乾燥不良や色相やつやの変化を生じることがありますの
で十分に換気してください｡
●塗装仕様書に記載の数値は標準のものです｡被塗物の形状､素地の状態､気象条件､施工条件により多少の幅
が生じることがあります｡
●塗膜性能を十分に発揮させるために､所定の塗り回数と塗付量確保による施工を行ってください｡
●被塗物の形状､膜厚や色目､塗回数､希釈率の差などにより､実際のつやと若干異なって見える場合があります｡
また塗り継ぎ箇所でつやむらが生じやすい傾向があります｡試し塗りの上､本施工に入ってください｡
●本品は殺虫剤とは異なりますので､不快な虫の発生頻度により､十分な効果が得られない場合があります｡
●本品を塗装するとつやが消え､塗装前の仕上がり感と変わる場合があります｡
●光沢のある面への塗装は可能ですが､つやむらが生じる場合があります｡また､塗装面を擦ると塗膜が減耗し､
つやむらが生じることがあります｡
●本品はわずかに白色濁りのあるクリヤーのため､濃彩色の下地上では仕上がりむらが生じることがあります｡
●モルタル､コンクリートなど､アルカリ素材への直接塗装はさけてください｡アルカリ成分により､効果が失われ
ます｡アレスシックイ施工面への塗装はできません｡
●シーリング面は､塗膜が汚染・はく離・収縮割れを起こすことがあるため､マスキングテープなどで養生を行い､
塗装をさけてください｡シーリング材を打ち替える場合は､後打ちとし､可塑剤(油分)を含まないノンブリードシー
リング材をご使用ください｡

●仕上げる際は､塗り継ぎ部をつくらないよう注意し､面を切って､通し塗りを行ってください｡
●膜厚､温度､塗色､塗回数､塗装方法､希釈率などによりつやの発現性が変化します｡特にはけローラー塗装時の
塗り継ぎ部では厚膜となり､その部位のつやが高くなり､つやむらが生じやすい傾向があります｡試験施工で仕上
がりを確認の上､本施工を行ってください｡
●使用中において塗料に含まれるつや消し剤が沈降しやすい場合がありますので､適宜かくはんしながらご使用
ください｡
●補修塗り用として使用塗料の控えを必ずとっておき､同一ロット､同一塗装方法で補修塗装をしてください｡
●補修塗装などで塗り重ねの必要がある場合には､必ず被塗面をサンドペーパーで研磨してください｡
●ローラー塗装では同一方向に揃えるように仕上げてください｡ローラー目により､色相や仕上がり感が異なって
見えることがあります｡
●水性塗料を塗装する場合はナイロンはけを使用してください｡獣毛はけは固まったりだまになりやすいので使
用しないでください｡
●被塗物にカビや藻が繁殖している場合は､下地処理としてカビ・藻の除去および殺菌処理後､十分水洗し､乾燥
してから塗装してください｡
●塗装前の部位にワックスやクリーナーなどが残存している場合には､はじきや付着不良の原因となりますので､
十分に除去してから塗装してください｡
●ヤニやあくが著しい場合､塗膜からヤニやあくがにじみ出る現象(ブリード)の発生があります｡ウエスなどで水
拭きで付着物質を除去後､十分に乾燥させてから塗装してください｡
●はけやローラーを共用で使用するとはじきなどが発生する場合がありますので､製品ごとに専用とするか､十分
に洗浄後よく乾燥させた上でご使用ください｡
●塗装用具などは､塗料が乾燥しないで固まらないうちに洗浄してください｡水で落ちにくい場合は､水性アジャ
ストやラッカーシンナーを用いて洗浄してください｡
●材料は使用前に内容物が均一になるように十分にかくはんし､開栓後は速やかに一度に使い切り､使用した塗
料を元の塗料容器に戻さないでください｡
●本品は防除用医薬部外品ではありません｡
●カブト虫・クワガタ虫などのペット虫や両生類・爬虫類・魚類などにも影響があります｡なお､塗膜に接触しなけ
れば支障はありません｡
●金魚鉢や池などに本品を混入しないでください｡
●本品並びに本品が含まれる洗い水などは下水に流すことはできません｡使い終えたはけや用具､布(ウエス)は
使い切りとし､水洗いせず､廃棄してください｡廃棄の際は､各自治体の指導に従ってください｡

取り扱い作業中・乾燥中ともに換気のよい場所で使用し､粉じん・ヒューム・ガス・ミスト・蒸気・スプレー
を吸入しないこと｡必要な保護具(帽子・保護めがね・マスク・手袋等)を着用し､身体に付着しないように
すること｡　吸入に関する危険有害性情報の表示がある場合､有機ガス用防毒マスク､又は､送気マス
クを着用すること｡又､取り扱い作業場所には局所排気装置を設けること｡　皮膚接触に関する危険有
害性情報の表示がある場合､頭巾・えり巻きタオル・長袖の作業着・前掛を着用すること｡　火気を避け
ること｡静電気放電に対する予防処置を講ずること｡　火災を発生しない工具・防爆型の電気機器・換
気機器等を使用すること｡　裸火又は高温の発熱体に噴霧しないこと｡　本来の目的以外に使用しな
いこと｡　当社指定以外の材料を混合しないこと｡仕上り性､付着性､耐久性など性能に支障をきたす
おそれがあります｡　缶の取っ手を持って振ったり､取っ手をロープやフックで吊り下げたりしないこと｡
取り扱い後は､洗顔､手洗い､うがい､及び､鼻孔洗浄を十分行うこと｡　使用済みの容器は､火気､溶接､
加熱を避けること｡　塗料が付着した布ウエス､紙､ローラーは引火､発火を防止するため水に浸漬
するなどして安全対策を行うこと｡
目に入った場合：直ちに､多量の水で洗うとともに医師の診察を受けること｡　皮膚に付着した場合：直
ちに拭き取り､石けん水で洗い落し､痛みや外傷等がある場合は､医師の診察を受けること｡　

吸入した場合：空気の清浄な場所で安静にし､必要に応じて医師の診察を受けること｡　飲み込んだ場
合：直ちに医師に連絡すること｡無理に吐かせないこと｡　漏出時や飛散した場合は､砂､布類(ウエス)
等で吸い取り､拭き取ること｡　火災時には､炭酸ガス､泡､又は､粉末消火器を用いること｡
指定容器を使用し､完全にふたをして湿気のない場所に保管すること｡　直射日光､雨ざらし､凍結を
避け､貯蔵条件に基づき保管すること｡　子供の手の届かない場所に保管すること｡又､関連法規に基
づき適正に管理すること｡
本品の付いた布類や本品のかす､及び､使用済み容器を廃棄するときは､関連法規を厳守の上､産業
廃棄物として処分すること｡(排水路､河川､下水､及び､土壌等の環境を汚染する場所へ廃棄しないこと)
本製品は揮発性の化学物質を含んでいますので､塗装直後の引渡しの場合は､施主様に対して安全性に
十分に注意を払うように指導してください｡　例えば､不特定多数の方が利用される施設などの場合は､
立看板などでペンキ塗り立てである旨を表示し､化学物質過敏症ならびにアレルギー体質の方が接する
ことのないようにしてください｡
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下記の注意事項を守ってください。詳細な内容については安全データシート（SDS）をご参照ください。
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お近くの営業所は
こちらから！

※本カタログの内容については、予告なく変更することがありますのであらかじめご諒承ください。 （25年07月09刷PFW） カタログNo.791
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各種カタログご覧になれます。




